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◇改正後利用イメージ ◇無料券の変更イメージ

現行 改正案

対象年齢 配布した年度の小学２年生のみ 配布した年度の小学１～６年生

引率１人あたりの
対象人数

大人１人につき子ども１人まで
※子どもが複数いる場合は同数の大人の引率が必要

大人１人につき子ども２人まで
※子ども３人目以降は子ども運賃が必要

◇無料券１枚あたりの取り扱いについて（現行と改正案の比較）

県では、公共交通の利活用促進の一環として県内小学２年生を対象に、公共交通副読本を配布しており、当該副
読本にバスのこども無料券を２枚添付している。

現在、無料券の対象は小学２年生のみ、かつ引率の大人 1 人につき子ども１人まで有効であるが、下記のとおり
無料券の対象を拡大することで、公共交通による移動需要の掘り起こしを図る。

⇒無料券の使い勝手を改善し、バスを利用した家族等の外出への活用を促進することで、子どもたちが公共交通に
触れる機会を増やし、将来の利用につなげていく。
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◇公共交通副読本 デザインイメージ


